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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて送信効率を向上させる方法であって、
　無線通信システムのＵＭ（アンアクノレッジ）モードのＲＬＣ（無線リンク制御）エン
ティティーが、前記ＲＬＣエンティティーの上位層である上位層プロトコルエンティティ
ーのＤＡＲ機能の設定状態を考慮せずに、常に論理チャネルでＤＡＲ（重複回避及びリオ
ーダー）機能を利用する段階を含み、
　前記上位層プロトコルエンティティーは、前記ＲＬＣエンティティーがＤＡＲ機能を利
用するように設定するための制御信号を出力しないことを特徴とする送信効率の向上方法
。
【請求項２】
　前記ＤＡＲ機能は論理チャネルの中の重複したパケットを検出・削除し、論理チャネル
で受信されたパケットを並び替えることを特徴とする請求項１に記載の送信効率の向上方
法。
【請求項３】
　前記論理チャネルは制御メッセージを送信するＣＣＣＨ（共通制御チャネル）であるこ
とを特徴とする請求項１に記載の送信効率の向上方法。
【請求項４】
　前記論理チャネルはＭＢＭＳ（マルチメディアブロードキャスト・マルチキャストサー
ビス）データメッセージを送信するＭＴＣＨ（ＭＢＭＳポイント・ツー・マルチポイント
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トラヒックチャネル）であることを特徴とする請求項１に記載の送信効率の向上方法。
【請求項５】
　前記上位層プロトコルエンティティーはＲＲＣ（無線資源制御）エンティティーである
ことを特徴とする請求項１に記載の送信効率の向上方法。
【請求項６】
　無線通信システムにおいて送信効率を向上させる通信装置であって、
　通信装置の機能を実現させる制御回路と、
　制御回路に設けられ、プログラムコードを実行して制御回路を制御するＣＰＵ（中央処
理装置）と、
　ＣＰＵと結合するように制御回路に設けられ、プログラムコードを記憶する記憶装置と
、
　を含み、
　該プログラムコードは、
　無線通信システムのＵＭモードのＲＬＣエンティティーが、前記ＲＬＣエンティティー
の上位層である上位層プロトコルエンティティーのＤＡＲ機能の設定状態を考慮せずに、
常に論理チャネルでＤＡＲ機能を利用するコードと、
　前記上位層プロトコルエンティティーは、前記ＲＬＣエンティティーがＤＡＲ機能を利
用するように設定するための制御信号を出力しないコードと、
　を含むことを特徴とする通信装置。
【請求項７】
　前記ＤＡＲ機能は論理チャネルの中の重複したパケットを検出・削除し、論理チャネル
で受信されたパケットを並び替えることを特徴とする請求項６に記載の通信装置。
【請求項８】
　前記論理チャネルは制御メッセージを送信するＣＣＣＨであることを特徴とする請求項
６に記載の通信装置。
【請求項９】
　前記論理チャネルはＭＢＭＳデータメッセージを送信するＭＴＣＨであることを特徴と
する請求項６に記載の通信装置。
【請求項１０】
　前記上位層プロトコルエンティティーはＲＲＣエンティティーであることを特徴とする
請求項６に記載の通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線通信システムにおいて送信効率を向上させる方法及び装置に関し、特にデ
ータ送信量を減少することで送信時間を節減し、送信効率を向上させる方法及び装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　第三世代移動通信技術はＷＣＤＭＡ（広帯域時分割多元接続）方式で高いスペクトル利
用効率、カバー率、通話品質及び高速伝送を実現させるとともに、ＱｏＳ（サービス品質
）の確保、柔軟性のある双方向通信の実現、通話中断率の低減に大きく寄与する。
【０００３】
　第三世代移動通信システムのＡＳ（アクセスストラタム）はＲＲＣ（無線資源制御）、
ＲＬＣ（無線リンク制御）、ＭＡＣ（媒体アクセス制御）、ＰＤＣＰ（パケットデータコ
ンバージェンスプロトコル）、ＢＭＣ（ブロードキャスト／マルチキャストコントロール
）などそれぞれ機能が異なった副層を含む。また、第三世代移動通信システムはさまざま
な送信品質をサポートし、送信品質に応じてＴＭ（透過モード）、ＵＭ（アンアクノレッ
ジモード）、ＡＭ（アクノレッジモード）で動作する。ＴＭモードは実時間通信を要求す
るサービスに適し、ＵＭモードは実時間通信とパケットシーケンスの正確性の両方とも要
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求するサービスに適し、ＡＭモードは実時間通信よりデータの正確性を強く要求するサー
ビスに適する。
【０００４】
　一方、第三世代移動通信システムはＭＢＭＳ（マルチメディアブロードキャスト・マル
チキャストサービス）をサポートし、サービスコンテンツ（例えばテレビ、映画、コマー
シャルなどのマルチメディア情報）をサーバーから別々の基地局を通してＵＭモードで各
ＵＥ（ユーザー端末）に配信する。ＵＥは同時に複数の基地局のサービスエリアに属する
ことがありうる。言い換えれば、ＵＥは同時に複数の基地局を経由して同じサービスコン
テンツを受信することができる。したがって、ＵＥでサービスコンテンツを正確に処理し
、多チャネル同時伝送の特性を十分に利用するために、従来の技術ではＵＭモードのＲＬ
Ｃエンティティーに対して重複回避及びリオーダー（ＤＡＲ）機能を提供し、個別のソー
ス（基地局）から出力されたＰＤＵ（プロトコルデータユニット）及び／または同じソー
スから重複送信されたＰＤＵを単一順序のＰＤＵシーケンスとして有効に結合する。ＤＡ
Ｒ機能を起動した後、ＲＬＣエンティティーはＰＤＵのシーケンス番号に基づいて重複し
たＰＤＵの検出、削除及びリオーダーなどの動作を実行する。
【０００５】
　ＤＡＲ機能はＭＢＭＳのブロック誤り率を低減することができる。同機能はＭＢＭＳの
データメッセージチャネル、すなわちＭＴＣＨ（ＭＢＭＳポイント・ツー・マルチポイン
トトラヒックチャネル）を主な対象とする。そのほか、従来の技術ではＣＣＣＨ（共通制
御チャネル）にＤＡＲを適用することで、ＣＣＣＨで送信される制御信号の誤り率を低減
し、送信時間を減少する方法も提案された。
【０００６】
　ＣＣＣＨにＤＡＲを適用するために、従来の技術では上位層（例えばＲＲＣ層）で特定
の信号（例えばダウンリンクＤＡＲ情報要素（ＩＥ　"ＤＬ　ｄｕｐｌｉｃａｔｉｏｎ　
ａｖｏｉｄａｎｃｅ　ａｎｄ　ｒｅｏｒｄｅｒｉｎｇ　ｉｎｆｏ"）をＵＭモードのＲＬ
Ｃエンティティーに送信しなければならない。言い換えれば、ＣＣＣＨにＤＡＲ機能を適
用するためには、上位層で別途に信号をＲＬＣエンティティーに送信しなければならない
ので、データ送信量が増え、送信効率に影響する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明はデータ送信量を減少し、送信効率を向上させるために、無線通信システムにお
いて送信効率を向上させる方法及び装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は無線通信システムにおいて送信効率を向上させる方法を提供する。該方法は、
無線通信システムの第一プロトコルエンティティーが上位層プロトコルエンティティーの
ＤＡＲ機能の設定状態を参照せずに、常に論理チャネルでＤＡＲ（重複回避及びリオーダ
ー）機能を利用する段階を含む。
【０００９】
　本発明は更に、無線通信システムにおいて送信効率を向上させる通信装置を提供する。
該通信装置は、通信装置の機能を実現させる制御回路と、制御回路に設けられ、プログラ
ムコードを実行して制御回路を制御するＣＰＵ（中央処理装置）と、ＣＰＵと結合するよ
うに制御回路に設けられ、プログラムコードを記憶する記憶装置とを含む。該プログラム
コードは、通信装置の第一プロトコルエンティティーが上位層プロトコルエンティティー
のＤＡＲ機能の設定状態を参照せずに、常に論理チャネルでＤＡＲ機能を利用するコード
を含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　かかる方法及び装置の特徴を詳述するために、具体的な実施例を挙げ、図を参照にして
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以下に説明する。
【００１１】
　図１を参照する。図１は無線通信装置１００のブロック図である。説明を簡素化するた
めに、図１では無線通信装置１００の入力装置１０２、出力装置１０４、制御回路１０６
、ＣＰＵ（中央処理装置）１０８、記憶装置１１０、プログラムコード１１２及びトラン
シーバー１１４のみ示す。無線通信装置１００では、制御回路１０６はＣＰＵ１０８を用
いて記憶装置１１０に記憶されたプログラムコード１１２を実行して無線通信装置１００
の動作を制御し、入力装置１０２（例えばキーボード）でユーザーが入力した信号を受信
し、または出力装置１０４（スクリーン、スピーカーなど）で映像、音声などの信号を出
力する。無線信号を受発信するトランシーバー１１４は受信した信号を制御回路１０６に
送信し、または制御回路１０６による信号を無線で出力する。言い換えれば、通信プロト
コルの構造から見れば、トランシーバー１１４は第一層の一部とみなされ、制御回路１０
６は第二層と第三層の機能を実現する。望ましくは、無線通信装置１００は第三世代移動
通信システムに用いられる。
【００１２】
　図２を参照する。図２は図１に示すプログラムコード１１２を表す説明図である。プロ
グラムコード１１２はアプリケーション層２００と、第三層インターフェイス２０２と、
第二層インターフェイス２０６を備え、第一層インターフェイス２１８と接続されている
。第二層インターフェイス２０６は副層としてＲＬＣエンティティー２２４とＭＡＣエン
ティティー２２６を含む。ＲＬＣエンティティー２２４は種々の送信品質をサポートし、
送信品質に応じて送信対象のデータと制御信号に対してセグメント化、再アセンブリ、連
結、パッディング、再送、シーケンスチェック、重複検出などの処理を行う。ＭＡＣエン
ティティー２２６は第三層インターフェイス（無線資源制御＝ＲＲＣ層）２０２の無線資
源割当指令に基づいてＲＬＣエンティティー２２４の論理チャネルからのパケットを、通
常、共用または専用トランスポートチャネルにそれぞれ対応し、チャネルマッピング、多
重化、トランスポート形式選択、ランダムアクセス制御などの処理を行う。
【００１３】
　論理チャネルの誤り率を低減し、送信時間を減少するために、ＲＬＣエンティティー２
２４は論理チャネルのＤＡＲ機能を起動し、重複したＰＤＵを検出、削除及びリオーダー
などの動作を実行する。それに鑑みて、本発明の実施例は送信効率向上プログラムコード
２２０を提供し、上位層（第三層インターフェイス２０２）で送信される信号を減少し、
送信効率を向上させる。図３を参照する。図３は本発明による方法３０のフローチャート
である。下記方法３０は無線通信システムにおいて送信効率を向上させるに用いられ、送
信効率向上プログラムコード２２０としてコンパイルすることができる。
【００１４】
　ステップ３００：開始。
　ステップ３０２：無線通信システムの第一プロトコルエンティティーが上位層プロトコ
ルエンティティーのＤＡＲ機能の設定状態を参照せずに、常に論理チャネルでＤＡＲ機能
を利用する。
　ステップ３０４：終了。
【００１５】
　以上のとおり、第一プロトコルエンティティーは上位層プロトコルエンティティーのＤ
ＡＲ機能の設定状態を参照せずに、常に論理チャネルでＤＡＲ機能を利用する。望ましく
は、第一プロトコルエンティティーはＵＭモードのＲＬＣエンティティーであり、その上
位層プロトコルエンティティーはＲＲＣエンティティーであり、論理チャネルは制御メッ
セージまたはＭＢＭＳデータメッセージを送信するＣＣＣＨまたはＭＴＣＨである。なお
、望ましくは、無線通信システムにおいて第一プロトコルエンティティーに対応する上位
層プロトコルエンティティーは、第一プロトコルエンティティーがＤＡＲ機能を利用する
ように設定するための制御信号を出力しない。
【００１６】
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　したがって、本発明の実施例では、ＵＭモードのＲＬＣエンティティーについて、ＣＣ
ＣＨまたはＭＴＣＨで常にＤＡＲ機能を利用するように予め設定すれば、ＲＲＣエンティ
ティーは制御信号を出力する必要がない。そうすると、ＲＲＣエンティティーで送信され
るデータを減少し、送信時間を減少して送信効率を向上させることができる。注意すべき
は、上記ＣＣＣＨとＭＴＣＨは本発明の実施例を説明するために挙げられ、本発明を限定
するものではない。他の論理チャネルも適用することができる。
【００１７】
　以上のとおり、本発明の実施例では、ＲＲＣエンティティーはＲＬＣエンティティーが
論理チャネルでＤＡＲ機能を利用することで、データ送信量を減少し、送信時間を減少し
て、送信効率を向上させる。
【００１８】
　以上は本発明に好ましい実施例であって、本発明の実施の範囲を限定するものではない
。よって、当業者のなし得る修正、もしくは変更であって、本発明の精神の下においてな
され、本発明に対して均等の効果を有するものは、いずれも本発明の特許請求の範囲に属
するものとする。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明による無線通信装置のブロック図である。
【図２】図１に示すプログラムコードを表す説明図である。
【図３】本発明による方法のフローチャートである。
【符号の説明】
【００２０】
　１００　無線通信装置
　１０２　入力装置
　１０４　出力装置
　１０６　制御回路
　１０８　ＣＰＵ
　１１０　記憶装置
　１１２　プログラムコード
　１１４　トランシーバー
　２００　アプリケーション層
　２０２　第三層インターフェイス
　２０６　第二層インターフェイス
　２１８　第一層インターフェイス
　２２０　送信効率向上プログラムコード
　２２４　ＲＬＣエンティティー
　２２６　ＭＡＣエンティティー
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